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掴瞳

一
各
障
害
者
団
体
等
と
の
懇
談
を
-
員
十
六
メ
ー
ト
ル
で
鉄
道
と
の

一
通
じ
そ
の
要
望
に
そ
っ
た
施
策
一
交
差
部
分
は
-
』
線
掃
と
な
り
、

一
を
展
開
す
る
考
え
で
あ
り
、
そ
一
そ
の
両
側
に
側
近
を
設
値
す
る

一
の
具
体
策
に
つ
い
て
は
現
在
検
一
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一A
中

で

あ

る

。

一

実

施

時

期

に

つ

い

て

は

、

現

↑

一

在

交

通

の

か

ん

わ

、

都

市

防

災

一

老

人

の

入

浴

一
等
を
勘
案
し
な
が
ら
早
急
に
改

一

一

良

を

必
要
と
す
る
路
線
か
ら
実

一

無

料

化

を

一

一

一
範
し
て
い
る
が
、
当
路
線
に
つ

一

間

福

祉

向
上
の
面
で
の
老
一
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
状
況
を
見

一
人
の
入
浴
無
料
化
を
実
施
す
る
一
な
が
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。

一

考

え

は

な

い

か

。

一

一

4

一

カ

l
ド

方

式

一

答

老
人
の
入
浴
無
料
化
に
一

一
つ
い
て
は
十
分
理
解
で
き
る
の

一

の

導

入

を

一
で
新
年
度
を
目
途
に
月

一
回
の
一

一
老
人
の
無
斜
入
浴
日
を
も
う
一

間

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
面
か

一け
、
老
人
福
祉
の
向
上
を
図
っ

一ら
、
印
鑑
登
録
を
カ
i
ド
方
式

一
て
ま
い
る
べ
く
準
備
、
検
討
を
一
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

一

し

て

い

る

。

一

笹

本

市

の

場

合

、

印

鑑

登

一

一

録

者

は

人

口

比

四
十
七
%
、
九

現

に

努

力

す

る

。

一

強

化

を

図

っ

て

い

く

考

え

で

あ

一

一

財
政
的
に
は
厳
し
い
状
況
下
一
る
。
庁
内
の
態
努
と
し
て
ま
、
一

境

町

踏

切

立

体

一

万
四
千
人
と
非
常
に
多
い
。
手

一

6

一

一服
方
式
か
ら
カ
l
ド
方
式
に
改

に
あ
る
の
で
経
費
の
節
減
と
併
一部
局
長
に
よ
る
推
進
対
策
委
員
一

計

画

を

示

せ

一

め
る
こ
と
は
、
事
務
の
合
理
化

せ
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
一会
を

設

但

し

、

各

部

局

と

連

携

一

一

一

一

一
に
通
じ
る
と
考
え
て
い
る
。

図
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
一
を
と
り
な
が
ら
そ
の
推
進
に
あ
一

間

境

町

踏
切
の
立
体
交
差
一

一

一

一

シ
ス
テ
ム
機
器
の
導
入
は
、

た
り
、
ま
た
障
害
者
に
対
す
る
一
計
画
に
つ
い
て
会
き
た
い
。
一

一

一

先

進

都

市

の

切

り

替

え

状

況

も

市
民
意
識
の
高
揚
と
同
時
に
、
菩
こ
の
道
路
計
画
は
、
巾
一一
参
考
に
し
た
い
の
で
、
も
う
し

ば
ら
く
時
間
的
余
裕
を
い
た
だ

き
た
い
。

十
二
月
定
例
市
議
会
は
、
十
二
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
開
か
れ
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
、
甲
府
市

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
等
条
例
案
九
件
、
職
員
給
与
改
定
を
中

心
に
盛
り
込
ん
だ
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
補
正
予
算
九
件
、
大
津
処
理
場
の
築
造
工
事
請
負
契
約

に
つ
い
て
等
契
約
案
十
四
件
、
計
三
十
二
件
は
い
す
れ
も
原
案
の
と
お
り
異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
九
月
滋
会
か
ら
継
続
審
査
の
昭
和
五
十
四
年
度
各
会
計
決
算
五
件
は
、
一
般
会
計
決
算
に
つ

い
て
は
、
賛
成
多
数
で
、
他
の
各
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
全
員
異
議
な
く
認
定
し
、
段
終
日
に
は
「
北

方
領
土
の
返
還
促
進
と
「
北
方
領
土
の
日
」
制
定
に
関
す
る
決
議
」
等
三
件
の
決
議
を
行
い
会
期
を
閉

会
し
ま
し
た
。

刑
務
所
跡
並
区
十
む
売
却
費
な
ど

補
正
予
算
十
億
九
千
九
百
万
円
を
可
決

般

質

問

「
民
芸
の
里
」
の
建
設
を

総

合

計

画

と

新

年

度

予

算

編

成

の

考

え

は

国

際

障

害

者

年

対

策

は

化

学

薬

品

保

護

に

問

地

方

財
政
を
取
り
巻
く
一
に
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い

環
境
が
厳
し
い
現
在
、
新
総
合
一
く
。

一

間

国
際
障
害
者
年
に
対
す

計
画
に
伴
う
諸
事
業
の
推
進
と
一
ま
た
、
総
合
計
画
に
よ
る
大
一る
行
政
の
対
応
策
と
事
業
計
画
一

開

銀
先
と
ふ
る
里
・
つ
く
り
一を
生
か
し
た
観
光
地
と
し
て
い

新
年
度
子
算
編
成
に
対
す
る
考
一
型
主
要
事
業
が
多
い
状
況
下
に

一に
つ
い
て
き
き
た
い
。
一
と
の

一
体
化
の
な
か
で
、
男
仙
一
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

え
を
き
き
た
い
。
一
あ
る
の
で
、
財
源
の
確
保
、
事
一

筈

甲
府
市
は
、
昭
和
四
十
一
峡
に
民
芸
の
里
を
つ
く
り
、
見
一
ご
指
摘
の
「
民
芸
の
里
」
づ

答
新
総
合
計
画
の
事
業
の
一
務
事
業
の
効
果
的
な
執
行
等
、
一
九
年
身
体
障
害
者
福
祉
モ
デ
ル
一
る
観
光
か
ら
、
つ
く
る
観
光
に
一
く
り
は
す
ば
ら
し
い
ア
イ
テ
ィ

推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

三
カ
年
一
財
政
の
長
期
的
見
通
し
の
上
に

一都
市
の
指
定
を
受
け
、
公
共
随
一脱
皮
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

一7
で
あ
る
の
で
今
後
策
定
し
て
一
間
食
生
活
に
お
け
る
化
学

の
実
施
計
画
を
策
定
し
盤
点
的
一
た

っ
て
諸
事
業
の
推
進
を
図
っ

一設
の
改
醤
、
道
路
ヘ
の
点
字
ノ
一

答

昇

仙
峡
は
、
本
市
の
唯
一
い
く
観
光
基
本
計
画
の
な
か
で
一
薬
品
の
影
響
に
つ
い
て
、
消
費

一
て
い
く
。

一
ロ
ッ
ク
の
敷
設
、
声
の
広
報
等
二
の
観
光
地
で
あ
る
と
同
時
に
一
専
門
家
平
地
核
住
民
の
意
向
等
一者
行
政
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

司
n制
一
新
年
度
予
算
の
編
成
に
つ
い
一
陣
容
者
の
生
活
環
境
整
仰
を
図
一
自
然
環
境
に
も
恵
ま
れ
た
地
核
一
十
分
ふ
宇
え
な
が
ら
検
討
し
て
一
ん
で
い
る
か
き
き
た
い
。

4

』

一
て
は
、
基
本
的
に
は
新
総
合
計
一
っ
て
き
た
が
障
害
者
年
を
迎
え
一
で
あ
る
の
で
、
荒
川
ダ
ム
と
併
↑
い
く
。
一

笹

消
費
者
行
政
の
函
か
ら

-
J
t

一
画
の
推
進
を
図
り
、
事
業
の
実
一る
に
あ
た
り
、
尚
一
周
の
充
実
一せ
た
観
先
開
発
に
お
い
て
自
然
一

一農
薬
や
食
品
添
加
物
が
人
体
に

占

国

一

d
z
i
g
--5揺さ
222ZE--↑-石一SEES-z-EE--三
三
三
三

=
ii
i
i
i
i
i
i
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z
E
E
E言
E=
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一一一一一-占一
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す

町

一

川

一か
は
生
命
に
か
か
わ
る
問
題
で

、aFt

・
-
・
ト
'

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
保
、
駅
近
代
化
の
促
進
、
園

川
一

ー

一
川

新

し

い

年

を

迎

え

て

こ
と
を
、
心
か
ら
う
れ
し
く
民
体
育
大
会
の
開
催
、
吉

川
一
あ
る
の
で
、
消
費
者
団
体
等
の

会

一
川

i
j

f

H
j

存
じ
ま
す
。
他
重
要
な
問
題
を
抱
え
て
お
山
研
修
会
、
地
域
に
お
け
る
講
習

制

訂

巾

府

市

接

会

議

長

内

藤

源

一

甲

府

市

も

い

ま
や
人
口
こ

り

ま

す

。

一

一

会

等

を

積
僅
的
に
開
催
し
、
啓

削

一
一

叩

府

市

議

会

副

議

長

土

屋

直

前

日

い

お

:
J
h
h
h斗
発

計

九

日

引

い

小
一

山

戸

昭
和
五
十
六
年
の
新
し
ト

堅

都
市
と
し
て
発
展
し
て
ま
そ
の
解
決
を
図
る
た
め
、
伝

一一
別
的
に
は
そ
の
基
準
量
の
使
用

H
一
一

司

，

F
L，
長

年

を

迎

え
ま
し
て
、
市
民
の
い
り
ま
し
た
。
モ
し
て
河
口
統
あ
る
議
会
の
信
頼
を
堅
持
川
一
で
あ
る
な
ら
ば
安
全
性
が
保
障

制

一
…

d
dtp
鼠

皆
さ
ん
の
ご
健
勝
を
心
か
ら

市
長
は
就
任
以
来
「
生
活
優
し
つ
つ
円
滑
な
る
議
会
運
営

山
一
さ
れ
て
い
る
が
、
農
産
物
な
ら

柑

一
一

;

寸

H
・
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
告
を
柱
と
す
る
福
祉
充
実
に
徹
し
、
限
り
な
い
市
政
の

一
一び
に
食
品
等
か
ら
復
合
的
に
人

i

一
川

」
‘

内

私
ど
も
議
会
の
円
満
な
運
の
施
策
を
着
実
に
推
進
し
、
発
展
に
努
力
を
傾
注
い
た
し

川一
体
に
入
っ
た
場
合
の
影
響
に
つ

町

営
と
市
政
の
伸
展
を
第

一
遊
園
に
先
が
け
て
、
そ
の
成
果
た
い
と
決
意
を
新
た
に
す
る
止
い
て
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

m

v
z
と
し
て
、
誠
心
誠
意
、
努
力
を
あ
げ
つ
弘
あ
る
こ
と
は
、
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
市
民

川一

従
っ
て
今
後
と
も
凶
係
部
局

w

a，
櫨

を

し

て

ま
い
り
ま
し
た
。
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
ご
ざ
の
皆
僚
の
変
り
な
い
ご
指
導
川
一
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、

ゆ

醐

お

か

げ

を

も

ち

ま

し

て

、

い

ま

す

。

と

ご

協

力

を

賜

わ

り

ま

す

よ

山
一
消
費
者
保
護
の
立
場
で
こ
の
間

土

こ
こ
に
希
望
に
満
ち
た
新
春
し
か
し
な
が
ら
本
市
は
、
ぅ
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
川
一
題
に
対
応
し
て
い
く
考
え
で
あ

酬

を

市

民

の

皆

さ

ん

と

と

も

に

将

来

に

わ

た

る

水

資

源

。

確

て

ご

挨

拶

と

い

た

し

ま

す

。

川

一

る

。

昭
和
五
十
五
年
十
二
月

定

例

会

質

問

要

旨

宣告

;!;i!!?fiii酷1123EH!?:;輯iij

と

消
い費

者

つ

て

下
水
道
事
業
計

画

の

見

通

し

は

人
権
擁
護
委
員

候
補
者
を
推
薦

問

下
水
道
事
業
は
六
十
二
↑

年
度
ま
で
に
市
街
化
区
成
全
紙
一

を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
今
後
一

の
事
業
見
通
し
と
、
使
用
料
に
一
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

つ
い
て
き
き
た
い
。
一
推
薦
に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
議

答

下
水
道
事
業
は
、
現
在
一
会
の
意
見
を
求
め
ら
れ
た
次
の

ま
で
順
調
に
進
行
し
て
き
て
い
一
各
氏
を
、
全
員
異
議
な
く
推
間

る
が
、
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
一
す
る
ニ
と
に
な
り
ま
し
た
。

経
済
情
勢
、
工
事
単
価
の
高
と
一
甲
府
市
湯
村

一
丁
目

ぅ
、
安

通

対

策

、

公

害

防

止

の

一

中

村

操

た
め
の
特
殊
工
法
等
に
よ
る
事
一
。
国
母
二
丁
目

業

費

の

増

大

で

六

十

二

年

ま

で

一

小

沢

喜

久

雄

の
完
成
は
困
難
な
状
況
で
あ
一
。
幸
町

る

。

一

原

先

子

し
か
し
下
水
道
は
、
都
市
の
一

H

荒
川

一
丁
目

基

幹

施

設

と

し

て

重

要

で

あ

り

一

五

味

知

重

住
民
も
早
期
完
備
を
望
ん
で
い
一
。
堀
之
内
町

る

の

で

、

苦

し

い

財

政

事

情

に

一

小

林

貞

治

あ
っ
て
も
前
向
き
に
計
画
の
見
一

H

湯
田

一
丁
目

置

し

を

し

て

い

く

。

塚

田

公

晴
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委
員
会
審
査
の
主
な
内
容

MW
1年
一度
決
算
必
ず
ゆ
一定
引い

告

小

道

鍵
.
員

会

負

担

は

、

年

次

的

に

早

期

解

決

一

態

の

差

別

撤

廃

条

約

の

批

准

等
一
山
梨
母
親
大
会
実
行
委
員
長

・

を

図

る

こ

と

。

一

ハ

第

二
十
三
田
山
梨
母
親
大
会
一
山
本
つ
る
代
)

w

l

e

v

-

一

.

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
宵
一
実
行
委
員
長

・
山
本
つ
る
代
)
一

聡

員

の
意

識

の

啓

発

成
指
導
に
万
全
を
期
す
る
こ
一

O
平
和
憲
法
を
守
る
意
志
の
表
一
・
司
置
-
-
-
-
-

と
施

股

整

備

の

充
実

と

。

一

明

(

第

二

十

三

回

山

梨

母

親

大

-

闘

将

幽

-E--

終
末
処
理
場
築
造
費
の
委
託

・

少
年
非
行
問
題
に
つ
い
一
会
実
行
委
員
長
・
山
本
つ
る
代
)
一

一
料
を
工
事
務
負
脂
質
に
変
更
す
る
-

一て
学
校
の
指
導
体
制
、
地
域
、
家
一

O
市
立
図
書
館
分
館
の
設
置
一
継
続
審
査
す
る
も
の

了
と
に
つ
い
て
は
、
当
初
下
水
一
九
月
定
例
会
か
ら
、
閉
会
中
一
.
新
総
合
計
画
は
、
策
定
一置
し
、
積
極
的
に
検
討
し
て
い
一
庭
と
の
霊
山
世
話
強
化
に
努
め
↑
〈甲
府
二
ど
も
劇
場
・
畔
柳
浩
一

一
情
泥
コ
ン
ポ
ス
ト
施
設
建
設
の
一
継
続
審
査
に
な
っ
て
レ
た
、
昭
一
後
に
小
中
学
校
の
耐
震
化
の
促
一
く
。
一
そ
の
防
止
に
万
全
を
期
す
る
こ
一
子
ほ
か
)
一
〔
総
務
曇
員
会
〕

一た
め
の
設
計
委
託
料
を
計
上
し
一和
五
十
四
年
度

一
般
会
計
決
算
一
進
、
国
体
、
下
水
道
事
業
費
の
一

・

さ

章

一

に

つ

い

て

は

議

一

と

。

一

〔

民
生

萎

豊

富

】

一

O
話
回
問
題
〈
安
保
護
地
・必
要

一た
が
、
下
水
道
技
術
研
究
委
員
一に
つ
い
て
は
、
委
員
か
ら
、
同
一
m
E
Z課
題
を
か
か
え
て
い
一
会
及
び
水
道
料
金
得
議
会
の
意
一

一

一求

π微
山
梨
県
市
実
行
委
員
会
、

一会
で
検
討
し
て
き
た
結
果
、
笠
宮
関
す
る
業
務
委
託
料
ニ
肖
一
る
の
で
、
基
本
構
想
は
か
え
る
一見
を
拝
聴
し
来
年
度
改
定
す
る
-
哩

a
E
a・
一

O
く
み
取
り
業
務
減
少
に
よ
る
一
山
梨
勤
労
者
医
療
協
会
労
働
制

読
を
要
し
な
い
こ
と
と
す
る
制
一
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
に
一
種
が
新
し
く
、
実
績
の
あ
る
都
一
万
円
に
つ
い
て
は
、
研
修
会
等
一考
え
は
な
い
が
、
事
業
の
バ
ラ
一方
向
で
検
A
す

る

。

一

.

，

E
幽
・

Ru--一営
業
日
柵
償
等
〈
甲
府
市
沼
紛
同
一
合
委
員
長

・
土
地
邦
彦
ほ
か
〉

一度
へ
の
移
行
と
、
さ
ら
に
詰
竺
つ
い
て
は
、
医
師
の
確
保
、
定
一市
が
少
な
い
こ
と
等
、
ま
だ
検
一
の
内
容
を
助
案
寸
る
と
特
定
の
一
ン
ス
面
で
一
部
実
施
計
画
を
見
一

次
に
、
各
倒
別
の
術
査
の
中
一

-
E
I
l
-
-
E
l
-
-
一
業
組
合
長

・
小

華

ng

一

1

4

一

一

一

一

一

一

一

一

門

甲

府

駅

近
代
化
促
進
、
交
通

一制
度
に
つ
い
て
整
備
し
ょ
:
一
着
の
方
途
、
医
薬
分
業
、
救
急
一討
を
要
す
る
点
が
多
く
あ
る
の
一
団
体
の
大
会
に
診
加
す
る
た
め
一
直
す
考
え
で
あ
る
。

一で
当
局
に
要
望
し
た
事
項
の
主
一
採
択
さ
れ
た
も
の

一
〔
量
投
経
済
委
員
会
〕

一問
題
間
査
特
別
委
員
会
〕

段

計

変

更

は

-
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
制
度
一
診
療
体
制
の
整
備
充
実
等
を
合
一で
、
本
年
度
は
見
送
り
、
そ
れ
一の
支
出
と
み
な
さ
れ
る
の
で
、
一

・

市
民
会
館
の
建
設
は
、

一な

も

の

は

次

の

と

お

り

で

す

。

一

一

4

一

慎

重

に

一

日

立

は

り

は

γ
ほ

一

弓

鍔

昨

日

付

計

一

日

訪

問

阿

部

刊

誌

一

昨

日

け

れ

わ

川

創

れ

れ

ば

耳

目

立

法

話

一業

仁

川

口

u
h
M一
川
比
九
九
一
学
童
保
育
所
一
切
時
間
引

MMmh畳
間
mmH
詳し咋

甲
府
市
北
部
市
民
セ
ン
タ
ー
了
ぅ
、
万
全
を
期
す
る
旨
富
一
が
あ
り
ま
し
た
。
一
も
の
で
、
委
員
か
ら
予
算
は
十
一
も
っ
て
、
ま
た
、

一
般
会
計
決
一
跡
地
を
国
体
の
選
手
強
化
グ
ラ
一
入
面
で
の
課
税
震
の
完
全
把
一
設
置
(
束
小
学
校
区
に
学
童
保
一
部
長
・
山
本
貞
作
一
ほ
か
〉

一建
設
(
建
築
主
体
)
工
事
の
諸
一
勢
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
一
ま
た
、
甲
府
市
交
通
災
害
共
一
分
調
査
検
討
し
て
計
上
す
べ
き
一
算
を
除
く
他
の
特
別
会
計
決
算
一
ウ
ン
ド
に
活
用
す
る
考
え
も
あ
一
短
を
期
す
る
こ
と
。
一
育
を
す
す
め
る
会
準
備
会
代
表
一

O
農
地
の
転
用
;
ぅ
現
況
礎
一

O
凶甲
府
駅
周
辺
警
出
街
の
近
代

7
一
負
契
約
の
変
更
契
約
締
結
に
つ
一

・

一
済
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
一
で
あ
り
、
安
易
に
変
更
す
る

i
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
全
員
異
一
る
の
で
慎
重
に
検
討
し
た
い
。
一

・

大
型
車
t

集
計
画
の
変
旦

・
岩
井
紀
子
ほ
か
〉
一
認
証
明
脅
の
間
略
化
白
書
卯
一
化

(申
府
警
拍
街
連
盟
会
長
・

り
一

い
て
、
委
員
か
ら
特
に
設
計
互

肉
食
生
祭
実
会
一
つ
い
て
は
、
当
局
か
ら
来
年
度
一
と
は
好
ま
し
く
な
い
の
で
今
後
一
議
な
く
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
一

・

動
物
園
の
移
転
は
、
農
一
は
、
早
い
時
点
で
市
民
、
緩
会
一

O
山
按

・
石
和
定
期
パ
ス
乗
入
一
宅
地

ι取引
業
協
会
叩
府
支
一
太
喜

一
郎
ほ
か
)

一
更
は
、
慎
重
に
対
処
し
、
安
易
一
一
早
い
時
期
に
会
費
、
見
舞
金
の
一
は
予
算
の
計
画
的
な
計
上
と
効
一
委
員
長
報
告
の
概
要
は
次
の
一
地
等
の
問
題
が
あ
る
の
で
、
今
一
の
理
解
を
得
る
姿
勢
で
対
処
す
一
れ
促
進
(
山
城

・
石
和
定
期
パ
一
部
長

-
U
本

貞

治

〉

一

O
巾
府
駅
近
代
化
に
伴
う
商
業

一
れ

れ

れ

あ

い

川

町

日

一

医

師

の

定
警

一

れ

れ

れ

諮

問

均

一昨
日

刊

誌

お

お

い

一

と

長

引

rは
厳
し
い
財
一
日
ト
刊
誌
開
設
立
る
い
と
い
尿
汲
事
務
の
補
償
一材

料

日

ベ

サ

同

盟

会

長

一九

日

開

設

問

一

認

は

し

肝

砕

け

叫

盟

主

に
対
し
て
当
局
か
ら
、
今
日
の
一

の

改

善

を

一
い
ら
の
説
明
か
あ
り
ま
し
一
り
、
ま
た
平
瀬
浄
水
害
発
生
一政
下
に
あ
り
な
が
ら
、
河
口
市
了

火
葬
場
は
、
移
転
用
地
一
は
市
民
が
納
得
で
き
る
形
で
解
一

一

街
再
開
発
委
員
会
会
長
・
太
田
一

I
l
l
i
-
-
-

:
一

語

学

る

建

設

工
事
に
は
、

一

甲
府
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
一
た
。

一し
た
薬
品
流
出
窓
問
題
に
対
一長
は
本
市
の
財
政
量
産
に
一
の
確
保
が
不
可
能
で
あ
る
た
め
一き
凶
る
こ
と
。

一

継
続
審
査
す
る
も
の

一源

一

巴

一

編

集

後

記

会

一設
計
変
更
も
余
儀
な
く
さ
れ
る
一
語
に
閲
す
る
条
例
の

一
塁

一

一

し

、

二

O
Z
E苦
手
一
十
分
配
慮
し
、
積
鍾
的
に
教
育
す
後
、
賞
、
無
公
宮
近
代
一

・
刑
務
所
移
転
後
の
周
辺

一

一

門
水
道
委
員
会
〕

一

1
1
l
'
l

れ

一日付

(2) 

十
一
一
月
す
七
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ

い
て
、
十
八
日
及
び
十
九
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
催
、
審
査
し
た

結
果
、
い
ず
れ
も
全
員
呉
議
な
く
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
、
及
び
諮
問
の
通

り
決
定
す
る
と
と
に
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
官
官
査
の
過
程
で
出
さ
れ
た
主
な
要
望
、
意
見
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ト
削
歳
出
総
額
二
百
五
十
二
億
七
百
万
円

幽

瞬

時

初

量

官

民

会
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